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全国に施設を展開

　ポリテクセンターは、高齢・障害・
求職者雇用支援機構が職業能力開発促
進法に基づいて運営する公共職業訓練
施設で、東京都を除く全ての道府県に
設置されている。
　ポリテクセンターでメインとなる訓
練が、離職者を対象に行われ、ものづ
くり分野に特化した早期再就職に必要
な知識や技能・技術を習得することが
できる『離職者訓練』だ。
　離職者訓練の訓練期間は通常６カ月。
製造業や電気設備工事の現場で使われ
る技術や、住宅建築の現場で使われる
技術などを習得できるコースを用意し
ている。

ハローワークを通じて受講

　離職者訓練を受講できるのは、ハ
ローワークでの職業相談を通じて受講
を希望した求職者。筆記試験と面接に
よる入所選考がある。受講料は無料（テ
キスト代等は自己負担）で、受講者数
は毎年、概ね２万4,000人にのぼる。
　就職率では高い実績が続いている。
過去３年間の訓練修了後３カ月時点の
就職率（全施設平均）の推移を見ると、
2012年度：84.8％、2013年度：86.3％、
2014年度：86.3％と、９割達成も射

程に入りつつある。

現場さながらの実習を実施

　岡山市の中心部から車で20分ほど
の場所にある「ポリテクセンター岡山」
（成松清水・所長）では、「CAD・
NC機械科」、「溶接技術科」、「電気・
通信施工技術科」、「住宅リフォーム技
術科」など７つの訓練コースを開講（各
コースの定員は15～20人）。40歳以
下を対象としたビジネススキル講習と
企業実習が付いた６～７カ月間の「日
本版デュアルシステム」のコースも５
コース用意する。
　訓練指導員は全部で22人いる。ポ
リテクセンター全体では、岡山は中規
模の部類に入るという。施設には、各
コースで使用される広々とした実習場
が整備されている。
　訓練現場を覗くと、電気実習場では、
木製の壁を前にして、10人ほどの受
講生が電気配線工事の実習を黙々
と進めていた。住宅リフォーム技
術科実習場では、組まれた足場に
囲まれた建築途中の柱と壁だけの
住宅が目に入ってきた。
　「受講生はこれを使って、自分
たちで床や壁の施工作業を行うこ
とで技能を習得し、就職に対する
自信を深めています」（北﨑弘勝・

訓練課長）。実際の現場さながらの訓
練ができる点はポリテクセンターの強
みの一つと言える。

最近の受講者はまじめで意欲的

　岡山周辺はもともと製造業が盛んな
土地。しかし、意外なことに、ポリテ
クセンター岡山の受講生のほとんどは、
受講する職種が未経験だという。前職
は販売などのサービス業、運送業など
様々。最近、人気が高いコースは、自
宅のリフォームブームの影響からか
「住宅リフォーム技術科」だという。
　年齢層は、20代、30代が半数以上
を占めるが、50代、60代の受講生も
いる。男女比は86％が男性で（2014

　新たな知識や技能・技術を身に
付けてものづくり分野への就職を
希望する求職者に対して、早期の
就職に結びつけるための職業訓練
を全国で展開している独立行政法
人高齢・障害・求職者雇用支援機
構の職業能力開発促進センター（ポ
リテクセンター）。受講生の就職率
は85％超を誇る。高い就職率の裏
には、訓練の効用だけでなく、受
講生一人ひとりに向き合って就職
支援を行う職業訓練指導員をはじ
めとする職員の姿も見えてくる。
2015年度の職業能力開発論文コン
クール入選者（厚生労働大臣賞）
となった指導員も活躍する「ポリ
テクセンター岡山」を訪れ、職業
訓練と就職支援を成功に導くポイ
ントなどについて話を聞いた。

労働相談の現場から連載
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年度実績）、女性の受講者数は横ばい
傾向だという。ポリテクセンター岡山
で訓練課受講者第二係長をしている西
尾久子氏と、機械系の職業訓練指導員
の旭光成氏に、最近の受講生の印象を
尋ねた。なお、両氏は、ポリテクセン
ターにおける就職支援技法を紹介する
論文を執筆し、もう一人の指導員（ポ
リテクセンター関西・電気・電子系　
吉澤研一氏）とともに2015年度の職
業能力開発論文コンクールで厚生労働
大臣賞（入選）を受賞している。
　旭氏は「最近の訓練生は、まじめな
人が多いし、訓練に対しても意欲的だ」
と話す。通常、一日の訓練コースは、
朝は９時25分から始まって夕方の４
時に終了する（１日６時間の訓練）。
４時から閉館までの１時間、受講生は
自己啓発に取り組んだり、施設内のパ
ソコンを使って求人情報を収集したり、
２人配置されている専門の就職支援ア
ドバイザーや指導員に相談に乗っても
らうことができるが、両氏は「４時以
降も残っていく受講生が多い」と口を
揃える。

先輩の活動を参考にできる工夫

　ポリテクセンター岡山では、2014
年度の就職率は87.8％と全国平均よ
りも高く、しかも常用雇用率は87.7％
と９割近い。
　何が早期就職の鍵なのだろうか。話
を聞いていくうちに、訓練の充実はも
ちろんのこと、実は、就職支援におけ
る仕掛けや工夫が随所に施されている
ことが分かってきた。
　まず一つは、受講生が先輩の就職活
動を見て参考にできる「見える化」が
できあがっている。例えば、各訓練コー
スは、先に始まったコースの後半３カ
月と、後に始まったコースの前半３カ
月が重なるように意図的に設定されて

いる。これにより、後に始まったコー
スの受講生が、前のコースの先輩の就
職活動をじかに見ることができ、また
先輩との交流もできる。
　受講生が休憩したり、お弁当を食べ
たりすることができるホールでは、就
職決定の決め手となったことや、後輩
へのメッセージが自筆で書かれた短冊
が壁一面に貼られていて、他の受講生
が気軽に読んで参考にできるように
なっている。
　就職活動の準備も早い。受講１カ月
目には早くも能力や経験の棚卸しを行
い、自分の進路に対する考え方や労働
条件でこだわるポイントなどを明確に
する。２カ月目には履歴書・職務経歴
書を提出することにより、訓練途中と
はいえ「３カ月目にはいつでも具体的
な求職活動に移ることができる用意が
できている」（西尾氏）。
　受講生同士の情報交換も自然と行わ
れるようになるという。「就職活動は
一人でやっていると気が滅入ってしま
うが、みんなで一緒にやっていると自
分も頑張らなければ、という気にさせ
られる」（旭氏）。

指導員同士で密な情報共有

　指導員同士の連携も高い就職率を支
えている。一つのコースを担当する複
数の指導員は、受講生の人柄のほか、
就職活動の状況や最近の相談内容など
も常に情報交換して、最適なアドバイ
スができるようにしている。
　ポリテクセンターの受講生は、初め
から就職への意欲が高いことが明確で
あるため、地場企業からの評価は高い。
ただそれも、企業側への地道な働きか
けがあるからこそとも言える。
　日常の企業開拓のほか、ポリテクセ
ンター独自に作成した受講者の求職情
報（匿名）を希望する企業に提供。ま

た、企業の在職者を対象とした短期間
の職業訓練である『在職者訓練』を行っ
ているメリットを活かし、在職者訓練
を通じて繋がりができた地場企業にも
声かけを行う。
　ベテランの指導員になると、「この
受講生は、あの企業に合いそうだなと
か分かってくる」（旭氏）のだそうだ。

重視されるヒューマン・スキル

　なかには、なかなか就職が決まらな
い受講生もいる。そうした受講生は、
「結局、基本的なコミュニケーション
能力などヒューマン・スキルが不足し
ていたりする場合が多い」（旭氏）。
　そのため、訓練のなかで、挨拶から
指導する指導員もなかにはいる。旭氏
は「受講生には、会社は変わってもい
いから、とにかく『自分の力』で働い
ていけるようになってほしい。そのた
めにも、６カ月の間でヒューマン・ス
キルも含めてブラッシュアップしても
らえれば」と強調する。

訓練後もフォロー

　受講生がやりがいを感じることがで
きる仕事を見い出すことが、両氏の何
よりの願いだ。西尾氏はいう。
　「ポリテクセンターでは、就職活動
する人の希望を叶えることの手伝いを
して、長く続けられる仕事が見つけら
れるよう手助けしたい」。
　そのため、ポリテクセンターでは、
修了時に就職が決まらなかった受講生
には、修了後も就職支援をしている。
また、就職後、訓練指導員が就職先を
訪問して状況をヒアリングしたり、来
所した修了生から仕事の悩みなどの相
談を受けることもあり、働き続けられ
るようにアフターフォローもしている。

（荒川創太）


